
漁岳（１３１８ｍ） 

平成２９年３月２６日（日） 

ＣＬ澤田 

（スキー班） 

Ａ班Ｌ藤木（晴）、Ｂ班Ｌ相馬、渡邊、佐藤（尚）笹山、山岸、西田（芳）、

谷、水江、酒井、後藤、永宮 

（スノーシュー班） 

Ｌ藤木（た）、栗山、及川、西田（昌）、太田 

長沼さんが風邪のため急きょリー

ダーが澤田さんに変更になる。残

念そうな長沼さんを残して幌別駅

前を出発。天気は予報どおりの快

晴で漁岳初登頂に向け、気持ちも

自然と高ぶってくる。 

８：３０頃現地で札幌組と合流。

運よく駐車帯を確保でき、９：０

５林道入り口を出発。途中で早くも下山してきたスノーシューの男性と

すれ違う。何時に出発したのだろうか。 

１０：３０長い林道歩きが終わり、７３０ｍ（標識付近）から尾根にと

りつく。あたりにはピンクテープが

あちこちについている。男女二人が

スキーで降りてくる。雪質は刻々と

変化している。 

１１：１０（９１８ｍ付近）左から

オコタンペコースが合流する。この

コースを利用する登山者も多いよう

だ。結氷したオコタンペ湖の向こう

に支笏湖。正面には恵庭岳がそびえる。素晴らしい景色だ。 



１１：４０、９６０ｍ付近でスノー

シュー組は藤木（た）リーダーの判

断により帰りの時間を考慮して下山

することになる。時折雪がちらつい

てきたがスキー班はピーク目指して

黙々と歩を進める。 

１１８０ｍポコの南斜面を慎重にト

ラバースすると突然目の前に漁岳の

白いピークがドーンと立ちはだかる。 

１２：５５、１１５０ｍ

のコルから少し登った

地点にスキーをデポ。ツ

ボ足で登り、１３：１５

ついにピークに到達し

た。夏には漁入沢の沢登

りで挑戦しているがま

だ一度もピークを踏め

ていなかった。北側の中

山峠方面の視界が一気

に広がる。右へ目を転じ

ると空沼岳方面への稜線へは少し歩けば行けそうに見える。そそくさと

記念写真を撮り、下山開始。途中遅い昼食休憩をはさんで１４：２０、

再び下山開始。雪質は刻々と変化したが、それぞれ思い思いのシュプー

ルで滑り降りていく。最後の林道はジェットコースターのようだ。１５：

２０林道入り口に無事到着した。久しぶりの長い山行でスノーシュー組

を約１時間３０分ほど待たせたようだが満足した一日だった。 

   文責：水江 


